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而
し
.て
.各
聯
邦
が
是
等
の
» :

賞
に
要
す
る
®

用
は
約U

千
萬
麻
の
純
收
入
を
齋
ら
し
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其

結

粜

獨
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業
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麻
に
し
て
動
力
供
锻
所
於
け
る
砬
接
の
生
產
廣
は
及
ぼ
す
影
響
の
大
な
る
ヒ
典
に
之
れ
が
則
政
，̂
對
し
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一
キ
ロ
ソ
ッ
ト
ス
ー
ツ
ン
デ

I

R-

對
し
て
平
均1

ぺ
ン
ニ
も
確
か
に
一
箇
の
財
源
で
あ
る
。
斯
く
し

-

V
®

力
間
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ヒ
に
達
せ
す
、
而
し
て
六
十
傯
キ
ロ
.
ワット、ス
ツ
ン
デ
は
今

; 0
.獨
逸
;R

€
つ
て
最
も
注
意
す
可
き
問
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な
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1

に
對
す
る
純
支
出
額
約
ー
：
億
麻
^

對
し
て〖
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.で
：ゐ
る
の
で
あ
る
。

：

萬
麻
の
收
入
ヒ
齋
ら
す
こ
と
決
し
：て
難
事
に
あ
ら
ず
" 

五

斯
く
て
針
盡
の
初
期
に
生
中
る
純
收
入
六
千
萬
麻
は
何
パ"

戰
後
の
獨
逸
に

.

於
け
る
採
炭
額
が
減
少
し
で

W

ど
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等
使
用
者
の
苦
痛
を
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さ
；
ず
.
し

て

爾
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に

對

す

る

課

稅

.

.

\

そ
れ
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反
比
例
に
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電
力
：窗
婴
の
必
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を
感
す
る
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' ®

合
よ
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も
約
ニ
倍
以
上
の
收
入
を
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ら
す
を
得
可
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果
、
チ
ロ
ル
、
フ
ォ
ゲ
ア
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ル
：ベ
ル
グ
方
面
の
水
利
權
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.

く
.

、
觅̂

.

常
カ
國
有
の
場
合̂

見
る
が
如
き
約
八
倍
のI

獲
得
せ
ん
^
す
る
運
動
を
生
す
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る 

資
本
を
投
池
し
隙
よ
り
も
、.

：其
收
入
は
遙
か

k

大
な
る
而
し
て
此
運
動
に
對
し
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個
の
機
會
を
與
ベ
た
も
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に
達
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可
し
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搬
張
す
る
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於
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西
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働
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給
所
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ー
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よ
り
三
十
丑
に
辩
加
ら
さ
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、
物
資
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爲
替
相
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上
、
甚
し
く
騰
貴
す
：；
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於
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：史
に
ニ
倍
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豇
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十
億
キ
ロ
ワ
ッ
ト
至
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論
斯
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れ
が
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方
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テ
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に
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は
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太
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此
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稿
はf

昨
年
八
月
九
州
謝
波
坑
に
起
■

つ
た
ス
ト
ラ
ィ
キ
の
事
.實 

に
就
て
害
い
た
も
の
、
一
部
で
わ
5

、
主
と
し
て
坑
夫
の
心
理
解
剖 

か
ら
原
因
の
那
邊
に
め
*

か
か
尊
ね
て
見
れ
、
.勿
論
笾
因
ミ
併
乜
誼 

ん
で
見
な
け
れ
It

之
れ
だ
，け
で
ゆ
不
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分
で
あ
る
、
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ほ
先
■
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か
ら
多
大
の
援
助
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か
興
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ら
れ
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と
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深
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の
謝
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も
里
し
て
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ス
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キ
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を

原
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し
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擧
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十

四
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九

九
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錄

の

に

人

格

認

識

の

運

動

、
勞

働

時

間

、
利

潤

分

配

問

題

等
 

多

々

あ

る

ベ

し

^j

雖

も

获

k

pi
r

述

せ

ん

ど

す

る

處

は

之
 

等

遠

因

V
J

も

目

す

ベ

き

潜

在

原

因

を

誘

發

せ

し

む

る

に
 

至

り

た

る

直

接

の

動

機

緣

由

な

ぅ

^

す

。
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惡
'德
役
員
に
對
す
る
不
平
の
爆
駿 

■■
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余
は
著
明
な
る
1

例
ビ
し
て
一
ー
1

池
炭
坑
を
擧
げ
一
言
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ハ

.、

せ

含
f

、
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池
I

は
九
州
炭
坑
t

於
け
る
雜

九

舛
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ヲ

ィ

キ

の

'
近

因

じ

就

て

 

第

七

號

，

l
rr
k



笫
十
四
怨
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九
九
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九
州
に
於
け
る
炭
坑
ス
ト
ヲ
ィ
キ
の
近
凶
に
就
て

第
セ
號

_• IA
•>JL%

に
し
て
其
紕
織
の
雄
大
^

し
て
完
備
せ
る
こV

J

實
k

驚 

ぐ
べ
き
も
の
あ
り
、
從
つ
て
從
業
者
三
海
に
對
す
る
諸 

般
の
制
會
的
設
備
の
勿
き
も
到
底
他
山
の
企
及
す
べ
か 

ら
ざ
る
も
の
頗
る
多
し
、(

例

へ

ば

米

價

を

當

時

：
一
：
升

七 

錢
ょ
り
九
錢
の
間
k

H

供
給
せ
し
が
如
き
は
其
最
も
薪 

明
な
る
も
の
に
し
.
て
ゝ
其
他
坑4

K

の
哿
衍
舍
の
如
き
も 

-

壯
大
な
る
建
築
物
內
に
玉
突
.

場
あ
>
射
的
場
ぁ
り
弓
術 

:

劍

道

：の
：道

場

等

其

完

«

せ
る
施
設
は
實
1:

他
11
!

0

羡
堪
：
■ 

す
る
處
な
る
ベ
し
、
而
し
て
寄
衍
舍
建
立
の
主
.
旨
は
^

獨
>

m

然
ど
し
て
其
渦
中
に
投
せ
.

ず
、
流
^
は
三
池
な 

り
;2

井
0.
事
業
な
り
ビ
人
も
許
し
:0

ら
も
許
し
た
り
^

 

三
池
が
遂
k

賃
銀
値
上
げ
を
盤
求
し
t

淇
拒
絕
に
遇
ふ
：
 

や
膣
ち
^

万
田
の
太
暴
動
を
惹
起
す
る
に
M

り
し
は
實 

.
れ
何
人
も
豫
想
せ
め
K

V

し
}r
f

な
り
.
、

然

ら

ば

坑

夫

が

此 

擧
^

出
づ
る
に
至
&
し
源
因
は
那
邊
代
存
す
る
や
此
點 

に
就
き
大
牟
II
I

新
聞
は
述
ぶ
る
：所
ぁ
り
し
が
飲
に
少
し 

く
抄
錄
せ
ん「

、
、
、

y

坑
夫
ど
て
賃
m

値
上
け
0.
M

 

求

を

拒

絕

せ

ら

れ

た

)」

て

蔽

ち.に
*

動
を
收
て
す
る
も
.

人

坑

夫

：を

之

に

I

 

ニ
ヶ
月
間
收
容
し
、
其
間
所
謂
三
池

|

の
で
.
は
なs

、
國
法
を
犯
せ
ば
罪
あ
り
、
卵
あ
れ
ば
獄 

風
の
坑
.
夫
忙
仕
立
.
て
士
げ
、.
.

然
る
後
之
を
谷
所
^

配

攆

I

裡
ic

啡
吟
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
，の
は
.
首
も
承
知
で
あ
る
、
其 

す
る
^

,

あ
り
、
即
ち
密
宿
舍
ば
1
|
1
池
式
坑
夫
の
養
成
所
|

.

れ
に
暴
行
を
敢
.

て
:1
-

る
に
至
る
は
平
素
滿
令
た
る
；不
啦 

s

b

s

y

.

其
他
鸹
般
の
物
質
的
設
備
は
之
を
他
の
諸
炭j
 

.
が
爾
積
し
. 

一_寸
し
た
動
機
妃
_

れ
忽
ち
爆
發
し
、
誰
も 

坑

，に

比

す

れ

ば

流

石

に

：
三

.

池
王
_

€

稱
へ
ら
る
：、
程
あ
彼
も
マ
し
附
和
雷
同
し
遂
^

ー
大
修
維
場
ビ
化
す
る
の
で 

り
ヒ
首
#

す
べ
き
點
爾
る
多
し
。
.'
::

ス
,

I

.

あ
る
、
平
素
の
不
艰
滿
々
、
，
即
ち
%

鴆
に
勞
働
#
を
使 

斯
の
如
く
物
質
的
設
備
ぶ
於
て
は
殆
ん
ざ
問
然
す
る
::

ふ
三
井
炭
坑
幹
部
連
0-

乎
從
ゲ
ビ
缺
赂
が
あ
る
、
、ゝ
、 

所
な
き
三
池
炭
坑
は
他
山
，に
暴
動
*

る
も
三
池
の
み
は
：，
：
要
す
る
.
.に
坑
夫
の
«-
;

紙
陳
羅
_
游
ミ
し
で
炭
坑
社
員
連

I

*

.

.

..
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- 

、
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の
坑
夫
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に
對
す
る
言
動
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其
他
高
級
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貫
連
が
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縱
度
な
き
下
劣
な
る
物
質
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囚
れ
馬
煺
赘
澤
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爲
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淵
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作
成
す
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■同
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^
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第
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し
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營
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度
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度
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地
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右
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出
は
.

米
の
特
僧
服
寶
、
 

生
活
H

用
品
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せ
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せ
r

る
を
#

ざ
る
な
ぅ
、
低
に
.
恒
產
な
き
も
の
は
®

 

心
な
し
ビ
、
恒
心
を
生
#

し
，め
ん
ビ
す
る
’

に
は
恒
^

^

 

與 
<

ざ
る
可
か
&

ゆ
、
而
も
鑛
11
|

の
下
級
.
役
員
^
.
は
此 

點
R

於

y

缺
く
處
な
し
^

せ
ず
、
.̂

れ
暴
動
の
跡
^

！

^

•第
.七
號
*

ニ
七
'



「

..

擎

陂

怨

(

九
九
四〕

雑
'

,

：錄

，
九
州
に
化
け
ぬ
游
撕
ス
ト
タ
ィ
七
の
组
因
に
鍊
で

 

策

セ

號

ニ\- 

フ
. 

：
..

ね

下

級

：役

員

の

(

罪
に
歸
す
.
ベ.
&

原
因
少
な
か
ら
ざ
る
.

.

^

の
如
き
«

律
炭
田
に
於
妙
る
岩
屋
炭
坑
0'
燒
打
の
炎
上 

1
 

:

.

鑑
み
、
勞
働
者
待
遇
政
策
仞
先
ち
下
級
役
員
の
待
遇
を
を
見
て
之
1:

應
じ
た
る
が
如
：き
は
其
適
例
ビ
す
べ
し
0 

_ 

.
•
.如
何
に
す
ベ
&

か
の
方
遙
か
に
重
大
な
る
意
義
を
有
す
.

平
素
壓
迫
主
義
に
敗
り
人
格
を
無
視
せ
ら
れ
心
中
頗 

【

： 

傅
^

£

的
西
痴
的
彌
次
性
； 

る
平
か
な
ら
ざ
る
坑
夫
が
、
當
時
全
國
を
磔
か
し
た
る

■

パ
凡
て
驗
擾
的
の
-

^

の
は
必
^
傀
染
性
を
有
す
る
も
の
一
.

米
暴
動
の
痛
快
味
を
感
得
し
て
何
ぞ
默
し
て
居
る
べ
き 

バ
 

.

.̂

し
て
"

：暴
»

心
理
學
上
姐
織
次
き
群
衆
は
意
思
の
表
:

加
之
坑
夫
.
が
騷
く
處
必
ず
賃
銀
の
値
上
げ
、
米
價
の
値 

|

ッ 

示
を
知
的
に
訴
へ
ず
し
^

情
意
を
以
て
發
表
す
る
が
故
下
げ
ぁ
る
に
至
つ
て
は
、
暴
動
の
傅
播
性
を
炙
々
益
 々

:

に
兎
^

暴
動
に
傾
く
の
性
質
を
有
す
る
も
の
な
り
ビ
の|

强
烈
な
ら
し
む
る
の
み
、-
殊
に
坑
夫
の
靑
年
中
^

は
a

 

一：
 

〃
確
定
原
則
.

は
鑛
山
に
於
て
興
適
例
を
見
.
る
べ
し
、
米
暴
.

痴
的
彌
次
性
ど
も
稱
す
べ
き
甯
同
性
を
有
す
る
者
多
く 

I、

 

磡

：に

膪

示

を

得

た

る

九

州

諸

炭

坑

は

八

月

七

£1

筑
豐
炭
：ー
犬
吼
ゆ
れ
ば
萬
犬
之
に
和
す
の
譬

0

.

如
く
、
自
己
を 

r

 

田
の
峰
地
を
魁
ビ
し
，
十
日
を
出
で
ず
し
て
旣
に
同
炭
：

&-
'

-

痴
に
し
て
之
ビ
行
動
を
共
{<
:

す
る
潘
ぁ
る
は
廣
々
目

田
十
茧
六
の
炭
坑
に
暴
動
傅
染
す
る
に
至
れ
り
。
殊

ド
.

l i
す

る

所
な
ぅ

、

暴
動
後
檢
擧
せ
ら
れ
た
る
■靑
年
坑
先 

'

:

九
州
は
.
筑
®

炭
田
唐
律
炭
田
共
^

僅
々
.
1

〕

：三

里

の

間

に
|

は
警
官
ょ
り
何
故
の
暴
行
ぞ
と
の
問
に
パ

V

が
利
か
ぬ 

i

三
四
：の
炭
坑
を
數
ふ
，る
が
如
く
、
甚
だ
密
集
せ
る
を
以
.

爲
ゝ
め
S

答
へ
た
云
ふ
ノ
而
も
檢
擧
せ
ら
れ
た
る
首 

て
單
に
暴
励
に
限
ら
ず
些
細
の
#

議
に
举
る
迄
平
ょ
>

の
中
、此
種
の
答
を
爲
す
も
の
頗
る
多
か
り
し
€

聞
く
、
 

^

乙
ょ
6

丙
，S

播
傅
す
る
の
常
な
々
、
況
ん
や
本
來
炭
坑
當
事
者
が
ロ
を
開
け
ば
今
囘
の
暴
動
は
傅
染
病
な 

;:
_

德
染
性
を
有
す
る
暴
動
妃
於
：て
を
ゃ
°
;

即

ち

相

知

杵

島

，
り

.ビ

爲

す

は

其

心

底

深

ぐ

併

積

せ

る

心

的

原

因

を

考

察

.せ
ざ
る
に
於
て
は
亦一

の
眞
理
た
.

る
を
失
は
ず
。

に
'

特
殊
部
落
民

'

:'
九

州

地

方

漱

坑

に

は

特

殊

部

落

民

を

使

役

す

る

も 

の
頗
る
多
ぐ
、
炭
坑
は
特
殊
部
落H

の
收
容
所
た
る
の 

舰

あ
0

、
現

時

に

於

て

ぼ

四

民

解

放

、
：
半

等

の

待

遇

.を 

受
ズ
ベ
き
も
のV

J

な
^V、

彼
等
も
亦
艰
民
の
人
格
者
な 

b
 V

J

雖
も
、.
而
も
尙
ほ
我
BI
R

の
心
裡
に
於
て
彼
等
は 

賤
民
た
り
、
心
中
に
.
於
て
賤
民v

j

爲
す
は
尙
之
を
恕
す 

ベ
^

も
、
間

く

が
.̂

く
ん
ば
*

炭
坑
に
於
て
は
飯
場
に 

於
て
‘部
落
^

6

平
段
と
を
區
別
ず
る
が
如
き
手
段
を
採 

る
所
あ
り
と
沄
ふ
、
而
も
特
殊
部
落
^

ど
*

も
社
會
一 

般
の
進
步
に
伴
ひ
有
形
無
形
に
進
步
し
つ
、
あ
る
が
故 

に
彼
等
が
進
步
す
れ
ば
益
>

:
社
會
的
代
地
，位
に
堪

へ
難 

&

不
撤
を
感
ず
る
に
^

る
は
言
を
俟
た
ざ
る
所
^

-CV、

, 

如
斯
境
遇
に
骰
か
れ
斯
0
如
き
不
懣
を
有
す
る
彼
等
が 

這
般
の
如
き
機
會
^
逢
返
し
暴
動
に
參
加
じ
て
其
生
課 

の
地
位
に
立
つ
時
は
一
般
坑
夫
の
.不
滿
の
㈣

ヾ
微
溫
的

.
の
も
，の

に

非

ざ

る

は

勿

論

な

0

0

上
下
意
志
疏
通
.機
關
の
不
備 

從
來
^

坑
上
&

幹
部
は
坑
*
ビ
相
接
す
る
事
な
く
又 

兩
者
の
意
志
疏
通
機
關
缭
の
設
備
を
缺
く
が
故
に
宛
夫 

の
意
志
希
蕻
«

通
常
役
員
を
通
じ
て
傅
達
せ
ら
れ
、
而 

も
其
意
志
は
屢
々
誤
り
傅

へ
ら
る
V

場
合
少
し
ビ
せ
ず 

這
般
の
暴
動
の
後
、
.

上
級
幹
部
2

勞
働
者
侧
の
委
員
と
'
 

直
接
折
衝
し
て
上
級
幹
部
が
勞
働
者
の
意
の
ぁ
る
所
を 

:

聞
き
從
來
彼
等
の
申
達
が
中
間
役
員
に
浓
り
誤
り
傅
へ 

ら
れ
.

た
る
a

に
つ
き

了
解
を
，得
.
た
る
も

の
尠
な
か
ら
ざ 

り

レ

S

云
ふ
、
由

來

下

級

役

員

は
成
る
可
く
自
己
^

都
：
 

合
ょ
き
報
®

を
爲

.し

常に
、眞
率
な
る
事
實
を
諮
ら
ざ
る 

場
合
多
ぐ
、
-
從
'

つ
て
上
：級
'幹
部
'は
之
k

ょ
り
て
屢
.々
過
I 

ら
れ
た
る
形
跡
多
き
も
の
、
如
し
、
舍
し
茲
R

上
下
袁 

志
疏
羅
e)
,

機
關
存
在
せ
ん
.
か
.、

假

令

上

級

#

部

は

中

間 

者
^

誤

ら

る>

 

も
坑
夫
は
直
接
意
志
の
發
表
を
爲
す
を 

得
$.

が
故
^

兩
者
0

.

了
解
を
得
、
斯
0

如
|

暴
擧
：を
未
1

食
十
'
四

卷

(

.

九
九
玉
.)

丸
州
に
於
げ
冬
炭
探
ネ

.
> 

ヲ
ネ
キ
の
近
因
.

|-
'
就
ズ

第
七
雛

r

l

九



.

.

笫

ヤ

四

海

(

外
九
六)

0

錄九州に於は

る

J 

然
に
防
止
し
得
ベ
か
6

し
な
り
、
石
炭
夫
の
如
き
は
*

 

.織
^

5

群
集
の
好
模
範
に
しy

,

彼
等
が
暴
1

起
す
た 

‘

；萊

り

し

は

暴

動

心:1
1

學
的
原
則
を
實
行
し
た
る
迄
纪
過 

.

ぎ
ず
？
故
に
將
來
は
何
等
か
：の
名
目
の
下
に
或
る
紐
織 

'

パ
を
與
ベ
'ざ
る
|

於
て
は
此
_

0

暴
勸
は
不
可
避
の
も
の 

.

ビ
信

ず

、
此
點
に
：於

て?

池
が
勞
働
蒋
間
に
靑
年
會
、
茌 

；

爾
®

人
分
會
、.
共
濟
會
等
の
堅
實
R

.じ

て
ま
助
的
な
る 

.
多
く
：の
集
會
を
認
め
れ
る
は
他
山
の

.
大

い

に

參

考.VJ

す
. 

べ
き
所
な
ら
。
此

辅

機

關

の

缺

除

に

由

る

暴

.動
の
例
證
へ 

ビ
し
て
佘
の
聞
知
せ
る
處
左
の
如
レ
。

::
:」

、.
佐
賀
縣
下
岩
屋
炭
坑
に
於
け
る
暴
動
の
.馍
様
を
：
 

'聞
く
に
、
暴
動
勃
發
ビ
同
時
に
坑
長
以
下
各
幹
部
は
其 

象
族
ど
共
に
、
，常
時
^

^

派
鐵
を
乞
ふ
爲
め
^
歷
嵌
き 

し
自
働
車
^

分
乘
し
て
唐
律
町
^

避
雛
せ
り
。
暴
徒
も 

亦
始
め
ょ
り
自
ら
進
ん
で
代
表
者
を
撰
出
し
會
祉
ビ
折 

衝
す
る
を
避
け
れ
り
、
1:

し
代
表
乾
€

な
れ
る
考
は
會
_

.

祉
侧
ょ
り
元
兇
S

認
め
&

る
、
恐
あ
れ
ば
な
b

、
唯
多

il

••—-

I
n
-
f
, :

 

-!
•

.'
j.-.
)
.!
、
パ

パ
 
ー
 

....

.....

J
'
t
M
; 

' 

■ 

■ 

?
/ 

'

g

う
ト
•
ヌ
ィ
キ

0

近
3

に
桃
て 

笫

七

蹢

ニ
 

3

數
■

G

1:

騷
然
れ
る
：.の
み
、
：然
る
に
幹
部
連
：の
逃
走 

は
领
夫
を
し
て
其
和
手
方
を
失
は
し
め
F
^
も

の
な
れ 

.ば
勢
ひ
窗
動
す
る
に
至
る
は
言
を
俟
だ
ず
。
.

V 

ニ
'
、
之
ヒ
全
ぐ
反
對
の
事
實
は
'同
縣
下
の
多
久
炭
坑 

k

し
て
.
、
暴
動
の
形
# -

を

看

.取

す

る

や

坑

長

自

ら

衆

に
 

;

先
じ
.て
折
街&

任
^

當
り
ヽ
坑
夫
の
委
員
^

出

さ
\-
る 

や
#

社
ょ
り
®

員
を
撰
任
し
坑
最
自
ら
'坑
夫
#
員
ざ
交 

涉
の
任
に
當
6

、
'
遂
.に
.暴
動
5:
-
成
3

^
し
て
圆
滿
な
る 

;;

解
決
を
見
た
り
ビ
云
ふ
、
之
を
耑
屋
炭
坑
の
そ
れ
^
比 

し
其
間
の
心
理
的
關
係
の
妙
亦
知
る
べ
し
。

.

破

壞

の

目

，檩

よ

り

見

た

る

原

因

.

:

、
■

破
壤
の
目
標
を
分
も
て
卜
一)

醫
風(

ニ〕

撰
炭
場(
三

}
:

 

配
給
所(

四

)

，役
宅
.の
四w

な
す
。

. 

.

(
1

0
0
,
:
髒
局
の
.如
き
は
衆
怨
の
！m
襟

と

な

.
る
べ 

き
窖
な
き
に
，
«
赞
は
之
に
反
し
暴
動
の
勃
發
す
る
や 

大
方
の
鑛
山
.に
て
ば
襲
擊
を
受
け
で
破
壤
せ
ら
れ
、
就 

中
.一一

瀬
炭
坑
の
如
き
は
暴
®
の
勃
發
ビ
同
時
に
眞
先
に

製
擊
せ
ら
れ
r2
b

ビ
云
ふ
、
蔻
し
其
待
遇
§

る

.冷

酷

を 

極
は
め
た
る
が
故
な
り
-

V
J

云
は
■れ
つ
、
あ
b

o
 

.

何
人
を
問
ず
醫
師
，を
迎
ふ
る
場
合
に
は
自
己
の
全
精
- 

神
を
傾
け
て
之
に
信
賴
す
る
も
の
に
し
で
、
若
し
夹
れ 

危
篤
の
病
人
な
ら
ん
か
益
々
切
實
.に
之
に
倚
る
の
外
道
. 

'な
か
る
べ
し
。
斯
る
，場
合
に
幾
度
使
を
.走
ら
す
も
容
易 

に
來
一
ら
ず
、
然
も
お
：

®

度
を
踏
む
結
果
は
受
付
の
爲
め
ノ
. 

劍
突
を
喰
ふ
等
の
場
合
.に

は

、
他
.，の
如
何
な
る
場
合
ょ 

り
も
之
を
恨
む
こ
？「

/#

筛
切
な
る
は
何
人
ビ
»

も

自
 

然
の
，情
な
り
S

云
ふ
ベ
し
、
而
も
替
局
員
は
：給
.料
制
度」

.
k

v

M用

せ

ら

る

、
が

故
k

、
不
知
不
識
の
問
に
1

猶
ん 

の
役
員
風
ビ
化
す
る
を
常
v

t>

、
普
通
の
町
勝
師
ビ
比
. 

較
せ
ば
^

態
度
.に
著
じ
^j 
.
_違
の
.存
す
，る
.も

の

あ

り

、
..： 

故
.に
：同
'
一
病
人
に
しV

顧
め
®

局
の
診
療
を
受
け
v

yal
. 

.M

間
槳
徵
に
診
察
を
受
く
る
等
の
事
あ
S

ん
^"
0
0 

::
:
の
注
意
事
項
等
一
層
親
切
を
極
む
る
：に
於
て
、
彼
等
坑
：
 

夫
は
お
役
人
式
檄
員
よ
り
之
を
歡
迎
す
る
こ
ビ
大
な
る 

,:'
.
:
’
第
十
叫
卷

-
1

方
"

醫
局
員
の
不
親
切
は
聲
を
大
に
し
て
痛
®
す
る 

に
至
る
ベ
く
、
斯
く
し
て
傷
局
0.
‘不

評

判

ば

愈

々

甚

だ 

し

刍

を

加

ふ

る
^

至

る

な

り

。
'.
:

:
(

ニ)

撰
炭
場
撰
炭
場
'̂

ば
谕
夫
の
採
掘
せ
る
石
炭 

を
精
撰
し
秤
最
す
る
處
に
し
て
其
の
方
法
膨
に
失
す
る 

時
は
坑
夫
の
不
平
を
醸
し
、
寬
k

過
ぐ
る
時
は
殊
M

に 

ぼ
た
を
多
蛰
に
浞
入
す
る
等
ヽ
其
寬
嚴
の
度
®
敷
を
得 

る
は
甚
だ
至
難
の
事
に
風
す
、
：̂

る
に
炭
界
の
好
见
に 

伴
ひ
、
賃
鈒
の
高
騰
す
~
る
に
連
れ

「

ぼ

れ

引

§

」

_の
方
法 

'
漸
く
®

重
S

な
t

、获
に
坑
失
は
貨
银
の
.賃
上
げ
F

r
ぼ 

引
き」

•
を
以
て
相
殺
す
.る
も

の

な

b

ビ
の
誤
解
を
爲 

し
、
彼
等
の
賃
銀
0 :
« .

上
げ
.は
殆

ん

ど

効

な

し

ミ

思

噚 

す
る
^

至
る
、
是
れ
撰
炭
場1

衆

怨

の

的

暴

_
 

ビ
同
時
に
其
翅
物
は
破
壤
せ
ら
る
>

脉

以

に

し

で

、
，
彼 

.

擎
の
要
求
條
件
中
何
れ
，の
.場
合
^
も
撰
炭
を
公
平
に
す 

:

^

こ
^

の

含

ま

ざ

る
z

y

j

r s

し
ひ

0

1

1

)

sb
'^
;r

九
抑
炭
坑
0.

配
#'
-
'
所

は

孽

務

所

直

歡

飨

七

號
ニ

ニ

(

.

九
九
七

)

：

雜
;.

錄

，

九
州
|̂

於̂
;

が
廣
坑
ス
ト
ヲ
ィ
キ

0;

近
因|:
就
_て



.雄

十

四

绝

(

九
九
八

)

.'

雄

錄

九

州U

於
け
る
炭
坑
.入
ト
ラ
イ
キ
の
.
近
因
に
紈
て

 

笫

七

號

コ

コ

一

の
も
の
ぁ
る
も
猶
定
商
人
を
し
て
請
負
ば
し
ひ
る
も

.

の
壤
せ
ら
れ
し
も
の
十
數
楝
に
及
べ

b

 

S

云
.ふ
、

就
中
®

も
亦
’

多
ぐ
、
從
っ
t

其
間
會
社
の
方
針
ど
取
觸
す
る
場
'

'

を

滑

稽

な

る

皮

肉

は

坑

夫

取

締

役

の

役

員

が

ニ

人

一

ー

楝 

合
尠
な
か
ら
す
、
尤
も
這
股
の
暴
動
^

於
.

て
.

配
給
所
の
.

に
住
居
を
構
べ
し
に
、

1

戶
は
慘
狀
を
極
め
し
に
拘
ら 

曝
酸
せ
ら
れ
た
る
：は
、
米
暴
動
に
侬
b

y

暗
示
を
受
け
，

•

す
他
は
手
を
下
さ
ぐ
6

し
と
云
ふ
、
勿
論
前
者
は
取
扱 

米
の
暴
徒
が
米
穀
商
を
纖
び
た
る
^

同
軌
を
踏
み
た
る
に
免
酷
を
極
め
し
者
の

*

を
聞
.

く
に
及
ん
で
、
狂
暴
な 

も
の
ビ
解
釋
す
々
：き
乎
、
坑
夫
は

1
:

度
び
配
給
f

製
み
る
彼
等
に

1

何
ほ
保
心
ぁ
る
を
知
る
に
足
る
べ
し
。
.

.

ふ
や
、
；茴
ち
に
规
«:

を
開
¥

«

樽
の
.

辩

を

拔

き

て

鯨

飮

.福
岡
鑛
務
署
の
各
炭
坑
主
に
宛
て
た
る
注
意
書 

し
•

、
彼
等
は
多
々
益
：々
狂
暴
を
逞
ぅ
す
る
を
常
ど
ず
：、
：

，_
福
岡
鑛
務
馨
の
注
意
書
は
從
來
の
缺
陷
を
指
摘
し
て
：「 

彼
の
三
井
の
三
池
炭
坑
等
に
於
て
は
坑
夫
の
或
る
者
の
：

餘
り
ぁ
る
が
故
炫
絲
に
採
錄
し
て
參
考
S

す
べ
し
。
 

:

如
き
は
酒
を
地
上
に
撒
布
し
、
：其
上
を
寢
轉
ぶ
の
狂
態
—

(
r
)

鑛
業
者
鑛
山
高
級
幹
部
ど
坑
夫
ビ
の
接
解
す
る 

丨

を
演
じ
た
り
？
云
ふ
、

暴
：徒

が

酒

に
.
狀

々

て

氣#

を
上
：
|
«
會
を
多
く
じ
兩
者
間
意
志
の
疎
隔
な
き
を
期
す
る
こ 

.

げ
K

R

之
に
依
り
狂
絜
ビ
な
る
は
：何
處
の
暴
動
も
同
广
.

ビ
。
 

■
 

經
路
を
踏
む
も
の
な
り
。
:;
-

:

:

.

1
 

” 

t

 

(

ニ
.

)

物
價
騰
貴
に
#

び
坑
夫
の
賃
銀
を
增
加
す
る
は
’ 

(

四)

役

宅
.

九
州
地
方
這
般
の
暴
動
^

は何れの炭可なる名隊

.

一
地
方
.

の
鑛
11
1

:

は
2

^
他
の
狀
況
を
參
酌 

坑
も
役
宅
の
媸
«

破
墩
せ
ら
れ
ざ
る
は
な
し
、
即
ち
役
し
成
る
可
ぐ
賃
銀
-̂

大
差
な
き
方
法
を
講
じ
、
且
っ
新 

.員
の
何
者
か
ぐ
衆
怨
の
的
ビ
な
れ
る
を
語
る
も
の
に
し
抗
夬
募
集
の
爲
め
新
來
坑
夫
の
賃
銀
ン
か
舊
來
の
坑
史
に 

;
'

其
最
も
德
だ
し
が
ト
し
恐
屋
炭
坑
に
#

て
：は

破
.

比
し
却
っ
て
多
き
が
如
&

歌
な
ぎ
.

®

常
に
衡
平
^

期
す
.

る
i

气
 

，

.,

9
 

D

坑
山
晚
.營
0

物
，品
販
豪
所
に
於
て
不
當
の
.刺
益 

を
貧
る
も
の
な
b

y

.の
誤
解
を
避
く
る
爲
め
、
抗
夫
に 

版
質
す
■る
食
料
品
其
：

i

の
'

®
格
及
數
聚
は
地
%
双
一
地 

.方
は
於
け
る
鑛
山
の
振
合
を
參
酌
し
成
る
ベ

 

他
大

■
 
-
 
-
 

-
 

.
 

.
 

•
 
••.
 

....
 

.
 

•
 

•
 

;
 

>
 

I
 

.

.

差
な
か
ら
し
む
る
こ
ビ
'。

ス
闽)

炭
坑
に
於
け
る
檢
炭
方
法
芷
確
衡
平
を
期
す
る

 

こ
ぐj

は
勿
論
疑
惑
を
避
く
る
爲
め
、
成
る
可
ぐ
坑
夫
代 

表
界
を
し
て
檢
炭
に
立
會
は
し
む
る
の
制
度
を
設
く
る

.(

五〕

炭
坑
に
：於(

け
る
凾
廻
り
の
從
否
は
坑
夬
の
賃
銀 

R

影
響
す
る
事
大
な
る
を
以
て
可
及
的
之
が
圓
滑
を
期 

す
.

る
ニ
ビ
。

.

炭
坑
に
て
考
虛
を
要
す
る
は「

述
炭
問
題」

®

 

b

ど
稱 

;

せ
ら
4

〜

稅
坑
內
の
配
il
l

.

は
至
f

り
、
其
運
氣
«
の 

配
給
の
a

否
は
直
接
坑
夫
の
採
炭
能
力
、
従
つ
，て
®

銀

中
ど
雖
I

凾
廻
り
の
宜
數
を
得
ざ
る
時
は
空
し
く
遊
び

暮

す

の

止

む

な

き

に

至

り

、
’
其

甚

だ

し

き

に

於

て

は

彼

等
は
憤
然
出
坑
す
る
を
常
^j

す
:0
,

(

六)

療
養
手
當
療
疾
抉
助
铧
等
は
必
ず
實
際
賃
銀
に 

| \

依
り
_て
.算
出
す
る
こ
*

y
j

。.

.

.

(

七)

精
立
の
現
在
及
び
共
_

會
の
收
支
》
之
を
明 

か
化
し
坑
突
の
請
求
ぁ
る
場
合
は
勿
論
、

の
機
德 

に
於
て
時
々
坑
夫
i-
c

之
'

を
公
示
す
る
、こ
ど
。
 

'

:
(

八

)

坑
夫
に
働
し
'
H

用
品
&
低
廉
に
供
給
ず
る
0'
_

 

一
旨
.を
以
て
»

11
1

_に
?1
1

場

を

設

く

々

は

可

^

る

も

常

.̂

周 

密
衣
る
盤
視
を
爲
し
市
場
設
勸
0

趣3
E
R

副
ふ
べ
く
、
、
'

■

可

及

的

價

格
0

低

廉V」

供
給
の
.
圓
滑
を
蹴
る
こ
と
j 

ノ

a

!.
u

:

g

»

の
*
場
制
魔
は
之
に
侬
り
却
つ
て
剌
益
を 

受
く
る
も
の
な
れ
で
も
又
一
.

方
其
半
而
^

は
高
き
物
ロ
隊
. 

^

賦
入
.

せ
さ
る
可
ヵ
ら
ざ
.
る
場
合
#-

な
か
ら
す
、
.即
ち 

•

市
場
に
出
入
す
る
商
人
を
特
定
す
る
が
故
^
、
彼
筝
は

に
重
大
な
名
影
響
あ
^

9
、

坑
內
に
於
て
作
業
に
從
事
：.

.互
に
物
價
の
徽
定
を
爲
し
、
自
由
競
郇
を
避
け
、
又
他

第
十
四
卷..••( 

k

丸
九
し
雜
錄
九
州
に
於
奵
名
炭
取
ス
ト
ヲ
ィ
キ
の
近
因
に
就
て

 

第

七

號

ー

こ

筠



' 
:

第
十
四
怨
,(

.一.
0
〇
0)

ン

雜
.
.
.
.
.
.
.
錄
べ
，
.：
々
ル
ク
ス
派

0 '
國
家
觀 

'

第

七

號‘ 

'
ニ一

四
.

ょ
、

入

り

來

る

商

人

を

ば

迫

«

し

、

：：

或

は

其

物

品

を

全

說

を

J
.

 

S
.

 

:

7

0目
叫
の
著
鐵
に
從
つ
て
揭
げ
て
見
る
ビ 

部
贺
占
む
る
續
の
事
を
爲
し
、
坑
夫
は
却
つ
.

て
高
き
物
‘

次
の
七
つ
で
あ
る
。2：

其
第

一は
國
家
の
起
盼
を
^
接 

品
を
買
入
れ
ざ
る
可
が
ら
ざ
る.

の

境

遇

に

置

か

る

、

場

合
®

な
.

か
ら
•

す
.

、
，而
も
人
爲
的
に
自
由
競
^
を
抑
應
す 

芯
が
故
に
物
品
の
供
給
頗
る
圆
漱
を
缺
く
も
の
あ
>

0

-

.

マ
ル
ク
ス

.

派

の

國

家

觀
(

こ

て

：:-
:
:
，
:
:
加

 

P

田

.

忠 

'

臣

：：
、 

1

.

國
家
の
起
源
、
其
の
«

«

、
其

の

機

能

等

に

つ

い

.
て 

のi
s

遇

は

一

見

極

め

て

容

為

の

や

ぅ

で

あ

る

が

.
、
;
そ

は 

最
も
難
解
な
問
題
の
一
：つ
で
あ
る
。

.
p

g

H
 

L
e

r
o

y

 

B
e

­

a
u
l
i
e
u

 

日

く「

现
代
人
の
間
に
普
通
行
は
る
る
國
家
の

ま
た
は
間
接
に
神
の
葸
に
逃
く
ビ
な
す
天
帝
說
.(

T
h
e

 

.

d
i<-
i
n
e 

1
1
1
3
1
:
^

で
あ
つ
て
、古
代
.の
£

族
の
間
^
主
ビ 

へ
し
て
行

は

れ

れ

說

で

あ

る

"
其

の

第

二

は

父

系

又

は

#

 

系

說(

H
h
e P

a
t
r
i
a
r
d
b
a
i

 

o
r

 

M
a
t
r
i
a
r
c
h
a
l

 

T
h
e
o
r
y
J

 

で

あ

つ

て

、
,.

ハ
夂¥

ま

た

は#

系
^

ょ

る

血

放

则
.
體
R

國

家

I 

の

起

源

を

求

め

■，る

 

7
P®

1;
'
',
>

g
a
i
n
e
y
.
D
o
n
i
s
&
o
r
p
e
,

\| 

o
u
g
u
i
t

 

は
父
系
説
を
採 
b

 M
c
L
e
n
n
a
n

 
J

e

nJTM
o
r
g
a
n

 

，
は
母
系
說
を
採
つ
て
ゐ
る
C

M

三
の
も
の
は
權
カ
說
で
、

I

國
家
の
起
源
を
人
間
の
間
砂
桃
カ
關
係
に
求
が
る
の
で 

;

あ

る

。

こ

の

說

呔

個

人

的

茴

^

に

對

ず

る

政

治

的

權

力 

ー：
.の
侵
害
を
抑
制
す
る

0
的
.で

も

つ

て

個

人

主

美

漭

^

ょ 

つ
で
主
張
せ
ら
れ
、
少
數
激
の
多
數
漭
R

對
す
る
掠
奪 

;

を
示
す
爲
め
に
祉
會
主
義
者
に
ょ
っ
て
唱
道
3

れ
た
。

.

概
念
、
#
性
質
其
機
能
に
つ
い
て
の
槪
念
は
極
め
て
混
.

ま
た
初
期
基
督
敎
の
敎
父
ば
政
治
的
勢
力
の
腐
敗
ど
見 

亂
し
て
ゐ
る」

ビ
。リ
訊
み
^

國
家
0
起
源
に
關
す
る
學
て
：こ
の
說
を
唱
ベ
た
ゅ
で
ぁ
^ :
'

。觀
四
は
功
利
說
H

t r
fp
'

.' 

v

 

u
t
m
t
a
r
i
a
n

 

T
h
e
o
r
y
)
'

で
國
家
の
起
源
を
經
濟
的
必
要
種
の
階
段
を
通
過
し
、
究
全
に
し
て
、
普
遍
的
な
人
間 

ま
^

は
經
濟
的
,

用
の
上
^

求
办
ん
ビ
す
る
も
の
.

で

の

湖

織

た
.
る
國
家
を
形
戚
す
る
ビ
云
ふ
の
で
*

る
:°
以 

B
e
n
t
h
a
m
/
T
a
y
o
r
.

の
說V

あ
る
:;
0
:g

五
、布
機
說(

T
h
e

上
七
つ
の
國
家
.

の
起
扉
^

關
す
：る
學
說
は
谷
々
特
異
の

: 

■ 

, 

.

,

ハ'. 

.
.•

'

: 

- . 

' 

.
 

. 

:
l :v> ,

い.
■ 

: 

• 

■ 

% 

.

.

O
r
g
a
n
i
c

 

T
h
e
o
r
y
)

 

>」

の
說
^

ょ
れ
过
人
間
^

國
家
ビ
說
明
を
與
ベ
.

て
ゐ
>6

0,
そ
の
.
中
.

^

は
勿
論
舉
«
の
承
認 

の
問
^

は
典
通
の
點
を
有
す
る
；。
入
は
生
れ
な
が
ら
^

|

し
な
い
議
論
も
あ
名
。.
け
れ
で
も
*

,

Q

多
種
多
#

S

.

し
て
|1
:

#

的
ま
た
は
11
*

^

的
の
觔
物
で
あ
る
。
而
し
\

し

云

ふ

乙

v
j

丈
け
で
國
家
の
起
源
に
關
ず
る
明
確
な
說
が

1

.

.

.

.

. 

 ̂

, 

' 

• 

•
•
• 

、

::

こ
，：の
:

!

般
的
の
人
間
の
性
質
が
ら
人
間
は
其
0

同
類
^

な
い
^

云
ふ
證
據
に
は
な
る
の
で
あ
る
。
■

•'
,
’

へ

，
，緒

合

ず

る

。

.

故
に
國
家
形
成
か
衝
泐
は
人
間
の
性
淸
中
’
|

:

-1
1

に
國
家
將
來
の
機
能
^

0

い
ズ
所
謂
撤
會
改
造
論 

.

に
求
め
ら
る
べ
き
も
の
：で
あ
る
。
即
ち
國
家
は
荷
機
的
-

者
の
所
論
の
一
端
を
親
つ
て
見
や
ぅ
。
す
べ
て
の
進
步 

.

.

.

に
發
生
し
た
戈
の
で
|

あ
る
。第
.
六
位
社
會
契
約
說
.

^

げ0

—
如

g
o
c
i
a
l
o
ontract T

h
e
o
r
y
)

で

社

會

契

約

說

は

國

：

見
る
ビ
き
じ
を
れ
ギ
マ
〃
ク
ス
の
所
謂「

資
本
家
階
級 

家
の
形
成
を
社
會
各
員
の
命
意
;̂

求
め
や
ぅ
ど
す
る
。.

の
行
政
条
員
會」

.

で
あ
る
^

す
る
こ
^

に

j

致
す
^
の 

其
唱
道
者
は H

o
o
k
e
T
V
H
O
b
b
e
s
,

 L
o
c
k
e
,

 

i
l
o
u
s
s
e
a
u

 

等
で
一
は
 

p
o

. 
A

 

{
3
0"

0-
指
摘
し
た
€

り
で
あ
る
。'{
3

)
け 

あ
る
。最
後
^

は
滕
见
說
ま
た
進
化
說
^
^
^
蒼
於
巴
れ
ど
も
一
步
を
進
め
て
ヽ
然
ら
ば
典
の
棚
想
社
會
に
お 

：or 

Evolutionary 

T
h
e
o
r
y
)

が
あ
る
。

V〕

.の說
ば
國
い
て

_
家
は
如
何
次
る
機
能
を
:^
る
が
の
間
題
に
' M

る 

,

家
は
歷
史
的
進
化
0-

產
物
で
あ
る
ビ
主
张
す
る
0:

其

の

^
税
達
ば
其
の
多
岐
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